「かわ道楽」にみる共生(公開シンポジウム 包括的共生概念の構築に向けて--「共生」は胡散くささを乗り越えられるか) -- (「共生」への問いかけ) by 堂前 雅史
1. かわ道楽
「和光大学・かわ道楽」は、筆者が学生と共
に2002年12月に設立した環境保全団体である。
フィールドとしている地域は鶴見川流域、特
に川崎市麻生区岡上地域（和光大学は川崎市麻
生区岡上と町田市金井町に跨った場所に位置し
ている）である。起伏のある多摩丘陵では、尾
根に囲まれ湧水に発する小川が刻む小さな谷
からなる「谷戸」という自然地形が作られ、生
物の分布なども規定している生態系の単位を
なしている。岡上地区は、尾根線から鶴見川に
流れる複数の小川を含む四つの谷戸を中心と
した地形からなっており、本論で紹介するの
は、和光大学と岡上西町会を含む川井田谷戸
という、ほとんどが宅地化された地区である。
かわ道楽は鶴見川本川では、子どもを含む
地域住民の参加も得て河床清掃、外来植物除
去、生物調査、および小学校流域学習支援、
支流の小川の管理などを行っている。また岡
上の 3箇所の雑木林では、繁茂するアズマネ
ザサ等の選択的下草刈り、シラカシの間伐を
行い、ブナ・コナラ林の復活、維持管理を行
っている。住宅地に囲まれた雑木林であって
も、絶滅危惧種となった希少植物を見つけ出
すことも珍しくない。かわ道楽ではそうした
絶滅危惧種の調査・保護も行っている。
こうした自主的な活動やフィールド授業の
中で学生が多くの発見をしてきたが、中でも
出色なのは2005年のホトケドジョウ（環境省
レッドデータブック絶滅危惧ⅠB類）の発見で
ある。岡上では「オバク」と呼ばれていて、
かつては谷戸の湧水に普通にいたこの淡水魚
は、宅地造成や農地改良によって日本中で姿
を消し、岡上付近でも絶滅していたと思われ
ていた。しかし、住宅地に残された小さな湧
水で学生によって再発見され、その後、保
護・増殖のために新体育館屋上保護用池が作
られて、2006年に繁殖に成功した。現在、新
たな自然生息場所の確保のために、地域の方
の協力を得て学生の手で作られたビオトープ
で新たな自然個体群の繁殖に成功している。
2. 生きものとの共生
我々が驚いたのは、こうした宅地化が進ん
だ地区で、ホトケドジョウを含めた希少な生
物が見られるということである。我々は、宅
地という場所を人間だけが住む場所として捉
えがちであるが、そもそもそうした前提を考
えなおす必要があるのかも知れない。ここで、
動物学者ヤーコプ・フォン・ユクスキュルが
提唱した「環世界（Umwelt）」という概念を
通じて考えてみたい（ユクスキュル 2005）。
ユクスキュルによれば、生物には、それぞ
れの感覚器官に応じた異なる知覚世界（＝環
世界）があり、各々の環世界は生物種によっ
て固有に意味づけされる。同じ物が、ある生
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物には餌、ある生物には住み家になる、ある
生物には障害になる。
モンシロチョウは我々人間には見えない紫
外線が見える。そのため、紫外線反射率の異
なるモンシロチョウの雌雄の羽根は人間には
違いが分からないが、モンシロチョウには白
と黒の差ほどの違いに見えているとされてい
る。感覚器官の異なる動物は同じものを見て
も異なって見えている。
ドバトの野生原種カワラバトは岩場に営巣
する動物であるが、人間が次々と作り出すコ
ンクリート建造物は、人間の意図とは異なり、
彼らの祖先種の絶好のすみかでもある。同じ
物に接しても、その物が意味するところが異
なっている。
動物は同じ環境に住んでいても、種によっ
て、異なる環世界に住んでいるのである。動
物の環世界から見ると人間のために作られた
市街地も動物の生息地になりうる。ここに共
生のヒントがあるのではないだろうか。一見、
すっかり宅地化、都市化されたように見える
場所も、河川や湧水を中心としてビオトープ
や緑地・水場が点在していれば、意外な野生
生物が生きていける場所は作ることはできる
のではないか。そうした視点からの研究がな
されるためにも、都市空間が人間のためだけ
の空間だと考えているのは人間だけであるこ
とを肝に銘ずるべきだろう（堂前 2003）。
3. 人間生活と自然環境の共生
もうひとつ、自然環境と住宅地の関係を考
えてみたい。和光大学・かわ道楽の活動は保
全活動だけではない。地域の子ども向け自然
観察会を開催したり、正月の行事どんど焼き
や、町内会の盆踊りである納涼祭にも準備か
ら参加している。
人の生活圏の目と鼻の先で行われる、宅地
における自然保護というものは、地域との信
頼関係がなくては展開できない。見ず知らず
の若者が刃物を持ってうろつくのを無条件に
歓迎する人はいない。こうした状況において、
和光大学の学生が地域の祭礼などを通じて顔
見知りになり信頼関係をむすぶことは重要な
こととなる。
都市部の自然環境との共生のためには、環
境保全の担い手達が地域社会との間に、環境
保全にとどまらない総合的な関係を結ばなく
てはならないことを、和光大学の学生が教え
てくれた。
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